
●電話予約

芸術文化センターò47－5122

●窓口販売 芸術文化センター／三

鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂

※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。

●販売時間・休館日

10：00～19：00  月曜日休館。

●プレイガイド

チケットぴあ ò0570－02－9999

６月２日Œ19：15開演

全席指定

会員：Ｓ＝5,850円　Ａ＝4,950円

一般：Ｓ＝6,500円　Ａ＝5,500円

学生＝3,300円

曲目／Ｊ.Ｓ.バッハ：無伴奏チェロ

組曲第５番ハ短調ＢＷＶ1011

韓国出身のハンナ・チャンは1994

年、弱冠11歳にしてロストロポーヴ

ィチ国際チェロ・コンクールで第１

位を受賞し一躍脚光を浴びました。

チェロ一本で奏でられる深遠な音世

界をお聴きください。

４月17日—～25日À【計10公演】

全席指定

［前売］

会員＝2,200円　一般＝2,500円

［当日］

会員＝2,500円　一般＝2,800円

高校生以下＝1,000円（前売・当日

共）

構成・演出　内藤達也

役者・美術・映像・音響などの各

分野の最先端のアーティストたちが

エンターティメント作品を創り上げ

る演劇集団バースアイビュウ。ホー

ルの空間を斬新に使い、テンポのよ

い５分程度のコメディを連続上演し

ます。

一 般：４月20日Õ発売

友の会会員：４月13日Õ発売

昼の部11:00開演／夜の部16:30開演

全席指定／各回２本立／完全入替制

会員＝900円　一般＝1,000円

学生＝800円

５月15日—「ポロック」「アイリス」

６月12日—「まぼろし」「アバウト

・シュミット」

７月10日—「イースト／ウエスト

遙かなる祖国」「幼なじみ」

●「ポロック」（2000年・米）

独創的な

手法でア

メリカの

モダン・

アート界

の寵児と

なった実

在の天才

画家ポロックと、妻として彼を支え

続けた女性アーティストとの鮮烈な

結婚生活を描いた傑作。

●「アイリス」（2001年・英）

著名な文学者である妻が、アルツハ

イマー病を患ってしまう。愛情と絶

望との間で苦悩する夫は、懸命の介

護を試みるが…。

●「まぼろし」（2001年・仏）

夏のヴァカンスにやってきた海でマ

リーがうとうとしている間に、夫ジ

ャンが手がかりひとつ残さず消えて

しまう。深い喪失感の中、どうして

も現実を受け入れられない彼女は

…。

●「アバウト・シュミット」（2002

年・米）

定年退職し、ひまな毎日を過ごすシ

ュミット（ジャック・ニコルソン）。

そんな時、妻が突然先立ってしまう。

むなしさが募り、娘の住む街へとキ

ャンピングカーで旅に出た彼は…。

●「イースト／ウエスト　遙かなる

祖国」（1998年・仏）

1946年６月、亡命先からの帰国が許

されたロシア人アレクセイとフラン

ス人の妻マリーは息子とともにソヴ

ィエトへ向かった。しかし、祖国に

戻ったアレクセイは徐々に体制下に

組み込まれ、自由を求めるマリーと

はいつしかすれ違っていく…。

●「幼なじみ」（1998年・仏）

肌の色の違う幼なじみの二人が、い

つしか恋に落ち結婚するが、ある日

夫が無実の罪で捕まってしまう。裁

判費用のために懸命に働き、面会を

続ける妻には新しい命が宿り…。

６月５日—14：00開演

一般：４月21日Œ発売　

友の会会員：４月14日Œ発売

全席指定

会員＝2,700円　一般＝3,000円

出演／柳家小三治（落語） 柳家三

三（落語） 花島世津子（マジック）

古典の魅力をたっぷりとご堪能く

ださい。

「子ども避難所」

活　動　に

ご協力ください

防
犯
ブ
ザ
U
は
そ
の
場
で
お
渡
し

し
ま
す
。

※
防
犯
ブ
ザ
U
は
、
市
内
在
住

・
在
学
で
な
く
な
っ
た
、
ま
た
は

卒
業
し
た
時
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。※

市
内
の
市
立
・
私
立
小
・
中

学
校
に
通
っ
て
い
る
方
（
市
外
在

住
者
を
含
む
）
に
は
、
学
校
を
通

じ
て
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

∞
学
務
課
ò
内
線
３
２
３
２

市
で
は
、
市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生
全
員
へ
防
犯
ブ
ザ
U

の
貸
与
を
希
望
に
よ
り
行
っ
て
い

ま
す
。
三
鷹
市
に
お
住
ま
い
で
、

市
外
の
小
・
中
学
校
へ
通
う
方

は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
所
定
の
用
紙
（
各
窓
口
配
布
、

ホ
U
ム
ペ
U
ジ
に
も
掲
載
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
教
育
委
員
会
学

務
課
（
教
育
セ
ン
タ
U
１
階
）
ま

た
は
各
市
政
窓
口
へ
申
し
込
む
。

市
立
小
・
中
学
校
に
在
学
ま
た

は
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

で
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
家
庭

〈
例
・
父
（
35
歳
）、
母
（
30
歳
）、

子
ど
も
２
人
（
９
歳
・
５
歳
）
の

４
人
世
帯
で
前
年
所
得
額
お
お
よ

そ
346
万
円
以
下
〉
に
、
給
食
費
や

学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

「
就
学
援
助
費
受
給
申
請
書
」は

新
学
期
に
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
４
月
16

日
–
ま
で
に
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
学
校
へ
の
郵
送
も
可
）。

認
定
審
査
は
年
度
ご
と
に
行
い

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
希
望
す
る

場
合
も
改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
学
務
課
ò
内
線
３

２
３
３
ま
た
は
各
学
校
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
と
教
育
委
員
会
で
は
三
鷹
警

察
署
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
避

難
所
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
約
２
千
700
世
帯
に
「
子
ど
も

ひ
な
ん
じ
ょ
」
の
プ
レ
U
ト
の
掲

示
と
、
お
子
さ
ん
の
保
護
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

新
学
期
を
迎
え
た
お
子
さ
ん
が

安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
、

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

６

市
教
育
委
員
会
で
は
、
国
際
基

督
教
大
学
と
ル
U
テ
ル
学
院
大
学

と
の
協
力
で
、
市
民
聴
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
市
か
ら
受
講
料
の
一

部
助
成
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
・
募
集
人
員

18
歳
以
上

（
学
生
を
除
く
）
の
市
内
在
住
の

方
、
各
コ
U
ス
と
も
若
干
名
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

木
曜
日
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
０

時
30
分

◆
受
講
料

１
科
目
１
万
５
千
円

（
１
学
期
１
科
目
を
限
度
に
２
千

500
円
を
市
が
助
成
し
ま
す
）
。
教

材
費
は
実
費
負
担
。

▼
４
月
５
日
Ã
〜
８
日
œ
午
前
９

時
〜
正
午
と
、
午
後
１
時
〜
４
時

に
同
大
学
公
開
講
座
担
当
係
（
大

沢
３
―
10
―
２
本
部
棟
２
階
）
へ

受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
む
。

∞
国
際
基
督
教
大
学
公
開
講
座

担
当
係
ò
33
―
３
０
２
１

◆
開
設
期
間

４
月
〜
７
月

◆
開
設
講
座

〈
社
会
福
祉
部
門
〉

fl
「
老
人
福
祉
の
諸
問
題
」
（
市

川
一
宏
学
長
）
毎
週
金
曜
日
午
後

１
時
10
分
〜
２
時
40
分

‡
「
ケ
U

ス
ワ
U

ク
の
実
際
」

（
西
原
雄
次
郎
教
授
）
毎
週
水
曜

日
午
前
８
時
50
分
〜
10
時
20
分

·
「
障
害
者
福
祉
の
諸
問
題
」

（
西
原
雄
次
郎
教
授
）
毎
週
火
曜

日
午
後
４
時
30
分
〜
６
時

‚
「
精
神
医
学
」（
増
野
肇
教
授
）

毎
週
火
曜
日
午
前
８
時
50
分
〜
10

時
20
分

〈
教
養
・
神
学
部
門
〉

fl
「
キ
リ
ス
ト
教
と
環
境
倫
理
」

（
江
藤
直
純
教
授
）
毎
週
金
曜
日

午
前
８
時
50
分
〜
10
時
20
分

‡
「
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
」
（
石

居
基
夫
専
任
講
師
）
毎
週
月
曜
日

午
前
８
時
50
分
〜
10
時
20
分

◆
受
講
料

１
科
目
５
千
円
（
年

間
２
科
目
を
限
度
に
、
２
千
500
円

を
市
が
助
成
し
ま
す
）
。
教
材
費

は
実
費
負
担
。

▼
４
月
９
日
–
ま
で
に
、
同
大
学

教
務
課
公
開
講
座
受
付
係
（
大
沢

３
―
10
―
20
）
へ
申
し
込
む
。

∞
ル
U
テ
ル
学
院
大
学
教
務
課

公
開
講
座
受
付
係
ò
34
―
７
４
５

３
く
わ
し
く
は
各
大
学
、
ま
た
は

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

ò
内
線
３
３
１
６
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
期
間

４
月
12
日
Ã
〜
６

月
18
日
–

◆
開
設
講
座

fl
「
比
較
教
育
と
国
際
教
育
の
基

礎
」
（
ラ
ン
ガ
ガ
U
教
授
・
言
語

は
英
語
）
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後

１
時
15
分
〜
３
時

‡
「
ア
メ
リ
カ
文
学
史
ü
」
（
大

西
教
授
）
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
50
分
〜
３
時

·
「
平
和
研
究
ü
」
（
フ
オ
ッ
セ

教
授
・
言
語
は
英
語
）
毎
週
火
・

３
月
13
・
14
日
の
「
み
た
か
平

和
映
画
祭
」
開
催
時
に
行
わ
れ
た

「
ア
フ
ガ
ン
難
民
募
金
」
に
は
９

千
954
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
国
連

難
民
高
等
弁
務
官（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

の
公
式
窓
口
で
あ
る
日
本
国
連
Ｈ

Ｃ
Ｒ
協
会
に
送
金
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。∞

企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

２００４・４・４�　文化財　学校　生涯学習　チケットインフォメーション 広報

チケットのお求め方法

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

★印の公演には託児サービス（１
歳半～未就学児、500円、定員10
人、要予約）があります。

芸術文化センター風のホール

芸術文化センター星のホール

三鷹市公会堂

★ハンナ・チャン　チェロ・リサイタル

★柳家小三治独演会

５月15日—

６月12日—

７月10日—

ｂｉｒｄ’ｓ―ｅｙｅ ｖｉｅｗ ｐｒｅｓｅｎｔｓ
Ｓｅｃｏｎｄ　Ｌｉｎｅ　ｖｅｒ.３
「ｇｉｒｌ　ｇｉｒｌ　ｂｏｙ　ｇｉｒｌ　ｂｏｙ」

ＣＩＮＥＭＡ　ＳＰＥＣＩＡＬ
夫婦の、さまざまな想いを描い
た映画特集～愛の形は、ひとつ
ではない～

４月

15:00
19:30

17日
—

25日
À

24日
—

23日
–

22日
œ

21日
Œ

18日
À

★ ○○
○○ ○ ○ ○ ○

★

市
外
校
生
は
申
し
込
み
を

小
・
中
学
生
に
防
犯
ブ
ザ
U
を
貸
出

平
成
16
年
度

就
学
援
助
制
度

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

市
民
聴
講
生
募
集

【
国
際
基
督
教
大
学
】

【
ル
U
テ
ル
学
院
大
学
】

市
内
の
大
学
で

学
生
と
と
も
に
学
ぼ
う
¿

み
た
か
平
和
映
画
祭
・

ア
フ
ガ
ン
難
民
募
金
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

全
国
的
に
も
希
少
な
営
業
用
水

車
と
そ
の
周
辺
環
境
が
残
っ
て
い

る
「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水

車
経
営
農
家
」
の
公
開
日
が
、
４

月
か
ら
増
え
ま
し
た
。
昨
年
度
ま

で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
に
加
え

て
、
金
曜
日
も
公
開
日
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
４
月
か
ら
土
蔵
・
物
置

に
お
い
て
新
た
に
民
具
の
展
示
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

学
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
曜
日
は
、
専
門
的
な

講
座
を
修
了
し
た
市
民
解
説
員
が

説
明
し
ま
す
。

【
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水
車

経
営
農
家
（
東
京
都
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
）】

◆
所
在
地

大
沢
６
―
10
―
15

◆
公
開
日
時

毎
週
金
・
土
・
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
事
前
に
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３

３
１
５
へ
申
し
込
む（
日
曜
日
は
、

10
人
以
上
の
団
体
見
学
を
除
い
て

予
約
不
要
）。

都
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
い

る
東
京
文
化
財
ウ
ィ
U

ク
で
、

「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水
車

経
営
農
家
公
開
事
業
」
（
市
教
育

委
員
会
実
施
）
が
都
知
事
賞
を
受

賞
し
、
３
月
31
日
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
文
化
財
ウ
ィ
U
ク
は
、
平

成
10
年
度
か
ら
都
内
市
区
町
村
な

ど
で
秋
に
一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い

る
事
業
で
、
昨
年
度
は
約
229
件
の

公
開
事
業
と
約
138
件
の
企
画
事
業

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
参
加
事

業
の
中
か
ら
、
文
化
財
保
護
思
想

の
普
及
お
よ
び
文
化
財
保
護
の
新

た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
図
る
た
め

に
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
事
業
に

対
し
、
都
知
事
賞
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の

水
車
経
営
農
家
公
開
事
業
」
が

都
知
事
賞
を
受
賞

今
回
の
受
賞
は
、
市
民
、
行
政

な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
運
営
に
支

え
ら
れ
、水
車
経
営
農
家
の
保
存
、

公
開
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
、
市

教
育
委
員
会
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
修
了
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
現
地
で
の
解
説
事

業
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
や
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今

後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
り
、
今
回
評
価
さ
れ
た
特
色

を
よ
り
一
層
伸
ば
す
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

４

三
鷹
俳
句
会
３
月
の
秀
句

（
選
者
）
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

芽
木
の
香
や
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ば
か

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
司
園
子

木
の
芽
山
海
見
る
墓
の
肩
丸
し日

下
部
潦
太

浅
蜊
着
く
三
河
の
潮
に
濡
れ
し
ま
ま

三
矢
恵
啓

よ
し
ひ
ろ

珈
琲
屋
台
河
畔
の
椅
子
に
柳
の
芽

奥
村
美
也
子

料
峭
や
五
位
鷺
丸
く
熟
寝

う

ま

い

し
て久

ケ
谷
幸ゆ

き

子

葺
替
の
屋
根
に
飛
び
交
ふ
国
訛大

久
保
英
一

芽
吹
く
も
の
優
し
く
撫
で
ゆ
く
風
の
精

南
み
ち

ウ
オ
ッ
カ
で
咽
喉
焼
き
春
は
は
じ
ま
り
ぬ

高
見
勝

大
欅
芽
吹
き
の
唸
り
天
を
突
く板

橋
ク
ラ
子

も
の
の
芽
の
大
地
担か

つ

い
で
生
れ
け
る

寺
田
絢
子

踏
青
や
土
不
踏
な
き
ほ
と
け
た
ち赤

木
き
よ

嶺
線
の
芽
吹
き
空
へ
と
吸
わ
れ
ゆ
く

大
和
谷

や
ま
と
だ
に

慈
子

千
の
顔
千
の
装
束
雛
の
店
　
　
岡
田
幸
子

独
立
の
子
を
祝
い
お
り
楓
の
芽

根
岸
敏
三

蕗
味
噌
や
幼
馴
染
み
の
一
人
減
り小

泉
秀
夫

天
然
理
心
流
の
門
礼
古
び
木
々
芽
吹
く

田
中
淑
子

木
の
芽
吹
く
日
が
な
音
た
つ
道
普
請

清
水
ゆ
き
え

猫
柳
風
に
光
を
放
ち
け
り
　
　
寺
田
登
代

春
風
や
猫
の
欠
伸
を
も
ら
い
け
り

大
竹
ハ
ル
子

戸
障
子
を
一
気
に
開
け
て
春
を
入
れ

小
木
曽
貞
子

木
木
の
芽
の
ぷ
ち
ぷ
ち
語
る
谷
戸
の
径

牧
文
子

◆
４
月
句
会

４
月
11
日
À
午
後
１
時
か

ら
三
鷹
駅
前
地
区
公
会
堂
で
。
兼
題
は

「
桜
」
「
当
季
雑
詠
」
。
資
料
代
１
千
円
。

出
句
４
句
、
く
わ
し
く
は
大
和
谷

や
ま
と
だ
に

宅
ò
46

―
９
８
２
０
へ
。

受賞されたボランティアの方たち


